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漢代辺郡の文書逓伝における管理と運営
―肩水金関を中心として―
畑 野 吉　則
The Management and Operation in Documents Transferring 
in the Han Dynasty Frontier district 
―Concerning on the Jianshui Jinguan―
HATANO Yoshinori
Abstract
 In the ﬁ eld of Documents Transmission in the Han dynasty, has been studied 
use not only the literature and excavated legal documents of the Xinghang law, 
but also the excavated administrative documents, such as the Juyan Han wood 
slips.
 However in recent years, the addition of new information that was published 
gradually in the Jinguan Han wood slips, and with the excavated administrative 
documents such as the Xuanquan Han wood slips and the Liye Qin wood slips, 
it is possible to research of the Juyan Han wood slips by comparing with various 
ﬁ elds, such as era, regional and administration, etc.
 This research note is a trial for the basic discussion about actual conditions 
of Documents Transferring business clue to the transfer record. As a result, this 
note can shed some light on the process of creating and editing the transferring 
records in the Han dynasty.
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はじめに
　漢代の文書伝達については、文献史料と出土法律文書の「行書律」並びに額済納河流域の出
土資料群である居延漢簡などの出土行政文書を用いて研究されてきた。文献史料や「行書律」
に記されている内容は、制度上の規定であり、そこから当時の実態をうかがい知ることは難し
い。一方、居延漢簡を用いた文書伝達の研究は、言い換えると居延漢簡の大部分が出土してい
るA8甲渠候官（以下、甲渠候官）における文書伝達の研究であった1）。
　そのため資料に記されている日常的な業務実態が、辺郡の特殊なものか、中央と共通するも
のかを判断することは困難であり、また甲渠候官の比較対象となり得る肩水エリア（図 1参照。
A35：肩水都尉府、A33：肩水候官、A32：肩水金関）から出土した資料群より得られた情報が
それほど多くはなかったことも、この地域を対象とする研究が積極的には行われなかった要因
であろう2）。しかし1973年に肩水金関遺址から発掘され、近年発表されはじめた「肩水金関漢簡」
（以下、金関漢簡）の新情報の追加3）、さらに統一秦代の里耶秦簡や居延漢簡と同時代の懸泉漢
簡など出土行政文書の研究状況の進展により、これまでの居延漢簡の研究成果を、時代・地域・
行政レベルの各方面において比較することが可能となる。
　以上を踏まえ筆者は以前、文書の逓伝状況を記した「郵書記録」という資料を手掛かりに、
甲渠候官の管轄する河南道上塞と肩水エリアにおける文書逓伝の実態について考察し、また懸
泉置における文書逓伝機能との比較を行った。それにより同時代の離れた地域において、共通
した記録フォーマットを有していたこと、両地域の逓伝速度が異なることを明らかにした4）。
　そして本稿では、改めて肩水エリアに焦点を当て、文書逓伝の業務実態について基礎的な考
察を行う。肩水エリアを対象とする理由は、新資料の追加だけではなく、文書逓伝の日常的実
態の復元を可能とする情報の質と、文書逓伝業務を管理・運営する行政機構の構造を推定する
 1） 居延漢簡を用いた文書伝達の研究には、陳夢家「漢簡考述」第二篇「郵程表与候官所在」（『考古学報』
1963年、のち『漢簡綴述』（中華書局、1980年）に再録）、永田英正『居延漢簡の研究』第Ⅰ部第一章「居
延漢簡の集成一」（同朋社、1989年）、李均明「漢簡所見“行書”文書述略」（甘粛文物考古研究所編『秦漢
簡牘論文集』、甘粛人民出版社、1989年、のち李均明『簡牘法制論稿』（広西師範大学出版社、2011年）に
再録）、藤田高夫「漢代西北辺境の文書伝達」（藤田勝久・松原弘宣編『古代東アジアの情報伝達』汲古書
院、2008年）などがある。
 2） ここでいう「肩水エリア」とは、肩水都尉府の管轄する行政上の領域ではなく、肩水都尉府・肩水候官・
肩水金関を含めた一帯を指す地理的領域を示す。この肩水エリアの文書伝送方式に注目した論考に、鷹取
祐司「漢代の居延・肩水地域における文書伝送」（『立命館東洋史学』第36号、2013年）がある。
 3） 中国社会科学院簡帛研究中心編『肩水金関漢簡（壹）』（中西書局、2011年）、同編『肩水金関漢簡（貳）』
（中西書局、2013年）。
 4） 拙稿「居延漢簡にみえる郵書記録と文書逓伝」（愛媛大学「資料学」研究会編『資料学の方法を探る』11、
2011年）、拙稿「敦煌懸泉漢簡の郵書記録簡」（同編『資料学の方法を探る』10、2010年）。
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ための比較対象となる里耶秦簡や懸泉漢簡などの研究状況の進展によるものである5）。そのため
本稿は、今後の新たな金関漢簡の発表に備えて、現段階で確定できる情報を整理することを目
的としている。
　なお本稿で引用する資料の釈文は基本的に、居延旧簡は謝桂華・李均明・朱国䈼『居延漢簡
釈文合校（上・下）』（文物出版社、1987年）、居延新簡は甘粛省文物考古研究所・甘粛省博物
館・中国文物研究所・中国社会科学院歴史研究所編『居延新簡　甲渠候官（上・下）』（中華書
 5） 1930年代出土の居延旧簡において、A32肩水金関から出土した木簡はおよそ850点であったが、1973年の
発掘ではおよそ11,500点が出土し、両者を合わせるとおよそ14,350点になる。A8甲渠候官から出土した木
簡は新旧合わせるとおよそ13,000点であり、金関漢簡がすべて発表されると、肩水エリアの情報は量的に
も甲渠候官に匹敵するものになる（甘粛居延考古隊「居延漢代遺址的発掘和新出土的簡冊文物」（『文物』
1978年 1期））。
図 1　額済納河流域漢代䙴塞遺址分布簡図
出典：「居延漢代遺址的発掘和新出土的簡冊文物」（『文物』1978年第 1期）
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局、1994年）、金関漢簡は甘粛簡牘保護研究中心・甘粛省文物考古研究所・甘粛省博物館・中国
文化遺産研究院古文献研究室・中国社会科学院簡帛研究中心編『肩水金関漢簡（壹）』（中西書
局、2011年）、同編『肩水金関漢簡（貳）』（中西書局、2013年）に基づくが、一部筆者が改めた
箇所もある。
一、肩水エリア出土の郵書記録
　これまでの研究により、肩水エリアにおける軍事機構は、＜都尉府‒候官‒部‒䙴燧＞とい
う組織構造であったことが明らかにされている6）。防衛のための軍事機構として、張掖郡太守の
下には居延都尉と肩水都尉が属していた。都尉の管轄地域は甲渠候官をはじめとするいくつか
の候官によって分担され、各候官の下にはいくつかの部が定められ、部はいくつかの䙴燧を統
括した。このような機構構造の下で行われた文書伝達の仕組みとその詳細の一端は、郵書記録
からうかがうことができる。
　1930年代に採集された居延旧簡において、肩水エリアから発見された郵書記録は、わずか30
余点であり、そのほとんどがA35肩水都尉府（以下、肩水都尉府）から発見されたものであっ
た7）。しかし金関漢簡の発表により、A32肩水金関（以下、金関）から出土した郵書記録は、現
時点で70余点にまで増えた。以下、出土地別に例を挙げて、郵書記録の書式の分析を行う。な
お図 1のように、A33肩水候官（以下、肩水候官）と金関は近接しており、肩水候官で作成さ
れた資料が金関から出土する可能性も想定しなければならない。
1　A35肩水都尉府出土の郵書記録
　肩水都尉府からは20余点の郵書記録が出土している。以下に二例挙げる。なお釈文はできる
限り原簡の書写形態（欄分けや空白など）を再現した。また釈文における（　）は同簡の内容
から復元したもの、【　】は他簡の内容から筆者が推測し復元したものを示し、網掛け部は燧
名、下線部は人名を示す。
⑴　495.3A
　九月九日　　　　　皆詣張掖大守府　　九月丙辰夜食時沙頭卒良受8）□□□
　南書二封居延都尉　　　　　　　　　　同西中二分□□卒同付破虜卒□
【現代語訳】
　 9月 9日。南書が 2封。居延都尉より発信、いずれも張掖郡太守府宛て。
 6） 大庭脩『秦漢法制史の研究』第三篇第二章「居延出土の詔書冊」（創文社、1982年）など。
 7） 肩水候官から出土した郵書記録は 3点のみで、いずれも簡頭部分のみ残存した断片である。
 8） 前出『居延漢簡釈文合校』では「付」と釈するが、図版より筆者は「受」と判断した。
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　 9月丙辰（ 9日）の夜食時に、沙頭卒の忠が……の同より受け取り、
　西中二分に、□□卒の同が破虜卒の某に手渡した。
⑵　506.17
　十二月廿五日　　張掖居延都尉詣　　　　　　十二月丁丑蚤食□□卒忠□□
　南書一封　　　　張掖大守府十二月乙丑起　　下餔時……
【現代語訳】
　12月25日。南書が 1封。張掖郡居延都尉より発信、張掖郡太守府宛て。
　12月乙丑に発信された。
　12月丁丑（25日）の蚤食時に、沙頭卒の忠が某より受け取り、下餔時に、……
　このように郵書記録とは、郵や亭・䙴燧などの文書逓伝施設において、文書の逓伝状況を記
録するために作成された一次記録である。その記録内容を整理すると、記入情報の性質に基づ
いて上・中・下段、さらに八つの項目に分けられ、上段には〔逓伝の方向〕、中段には〔文書の
内容〕、下段には〔日時と受け渡し〕についての情報が記される。それらは一部例外もあるが、
概ね以下の形式に当てはまる。
肩水エリアにおける郵書記録の書式
上：伝達の方向 中：文書の内容 下：日時と受け渡し
1　月日 2　北／南 3　書／檄 4　章／印 5　詣某 6　起 7　月日、時刻 8　受／付
　上段：逓伝の方向 1　郵書記録の作成月日
 2　逓伝の方向〔北／南〕
　中段：文書の内容（内訳） 3　逓伝する文書の種類とその件数〔書、檄など〕
 4　発信者の印文〔章／印〕
 5　文書の宛先〔詣某〕
 6　文書が発信された月日
　下段：日時と受け渡し 7　受け渡しの月日と時刻
 8　受け渡しの担当者〔某受某／某付某〕
　以下、各項目の内容と特徴を簡略に説明する。
　上段：逓伝の方向
　〈1　郵書記録の作成月日〉の項目は、多くは干支で表されるが、漢数字を用いて表される場
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合も一部みられる9）。この項目は郵書記録の保管を念頭に置いて記されたのであろう。ここに記
される日付は、下段〈7　受け渡しの月日〉と一致する。
　〈2　逓伝の方向〉はすべて北か南で記され、南北に流れる額済納河に沿って配置された䙴燧
を経由する地理的状況と一致する10）。
　中段：文書の内容
　〈3　逓伝する文書の種類〉には、書、詔書（495.2，502.9A＋505.22A）、記（495.20，503.1，
506.16，506.19）、府記（505.6）、檄、そして上書（506.5）などがある。上書以外は他の文書
と一括して逓伝され、檄はもちろん詔書でさえも特別扱いを受けていないことが以下の資料か
らわかる。
⑶　502.9A＋505.22A
　　　　　　 ②其四封皆張掖大守章詔書一封書一封皆十一月丙午起詔書一封十一月甲辰起
①十二月三日　 一封十一月戊戌起皆詣居延都尉府　　⑤十二月乙卯日入時卒憲受不今卒恭
　北書七封　 二封河東大守章皆詣居延都尉一封十月 夜昏時沙頭卒忠付騂北卒護
　　　　　　 ⑤甲子起一十月丁卯起④一封府君章詣肩水
【訓読】
　①十二月三日。北書七封。
　②其の四封、皆張掖大守の章。詔書一封、書一封、皆十一月丙午起す。
　　詔書一封十一月甲辰起す。一封十一月戊戌起す。皆居延都尉府に詣す。
　③二封河東大守の章、皆居延都尉に詣す。一封十月甲子起す。一（封）十月丁卯起す。
　④一封府君の章、肩水に詣す。
　⑤ 十二月乙卯、日入時、卒の憲が不今卒の恭より受く。夜昏時、沙頭卒の忠が騂北卒の
護に付す。
　資料⑶では、まず簡頭に①12月 3日に逓伝した北書が合計 7封であることが記される。その
内訳は②その 4封（11月丙午発信の詔書 1封と書 1封、11月甲辰発信の詔書 1封、11月戊戌発
信の（書） 1封）は張掖太守より発信、居延都尉府宛て。③ 2封（ 1封は10月甲子発信、 1封
は10月丁卯発信）は河東太守より発信、居延都尉府宛て。 1封は府君より発信、肩水宛て。で
ある。ここでは詔書が「北書七封」のうちの 1封として、他の文書と一括して逓伝されている。
 9） 月日表記が漢数字で表される郵書記録は、A35肩水都尉府出土簡には495.3，495.2，502.1，502.9＋
505.22，505.2，505.31，506.4，506.6，506.17，506.19など、A32金関出土簡には、75.14，73EJT23：292，
73EJT23：8，73EJT23：131，73EJT23：804，73EJT23：895などがある。この項目は甲渠候官から出土した郵
書記録にはない。
10） 懸泉漢簡の郵書記録では、東西に流れる疏勒河流域に配置された置や亭を経由するため、この項目には
西か東が記される。
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　〈4　発信者の印文〉は、張掖郡太守や居延都尉など二千石の官であれば「章」、県令（長）や
県丞、候官の長である侯であれば「印」と記され、一部「私印」もみられる（506.19）。
　〈6　文書が発信された月日〉は、懸泉漢簡の後漢時代に作成された郵書記録と共通する項目
である11）。
　下段：日時と受け渡し
　〈7　受け渡しの月日と時刻〉に記される時刻は、日時計による表記が多いが、一部漏刻を用
いた表記もある（506.5）。
　〈8　受け渡しの担当者〉のほとんどは「卒」が受け渡しを行うが、「亭長」が受け取りを行
う事例もある（506.6。受け取りのみで、送付は別の卒が行う）。また受け取り・送付のそれぞ
れに時刻が記録される。
　このように郵書記録には、文書の逓伝を滞りなく遂行するために必要な情報が正確に記入さ
れている。このような正確な記録は、作成された末端の燧ではなく、それらを統括する部や候
官において必要とされた情報であることが予想される。
2　A32肩水金関出土の郵書記録
　金関から出土した郵書記録はおよそ70余点確認できる。以下に例を挙げる。
⑷　73EJT23：804B
　　　　　　三封張掖大守章詣居延府其二封詔書六月□□辛丑起
　月六日　　二枚角□塞尉詣廣地□肩水
　北出七封　一枚楊成掾□詣肩水
　　　　　　一封都尉詣肩水　　　　　　　　　　　　　　　　（上中段）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七月辛亥東中時永受沙頭吏趙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿八分付莫當　　　　　　　（下段）
【現代語訳】
（ 7）月 6日、北書が 7封。
3封は張掖太守より発信、居延府宛て。そのうち 2封は詔書で、 6月□□辛丑に発信さ
れた。 1枚（檄）は角□塞尉より発信、広地□肩水宛て。 1枚（檄）は楊成掾□より発
信、肩水宛て。 1封は都尉より発信、宛先は肩水宛て。
7月辛亥（ 6日）の東中時に、永が沙頭吏の趙卿より受け取り、八分、莫当に手渡した。
　このように金関から出土した郵書記録には肩水都尉府から出土した郵書記録と同様に、八つ
11） 前出拙稿「敦煌懸泉漢簡の郵書記録簡」参照。この項目は懸泉漢簡では、後漢の建武年間以降に作成さ
れた郵書記録のみに確認され、いずれも懸泉置遺跡塢院内に位置するF13から出土している。
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のした項目が記録されていた。しかし両者にはいくつか異なる特徴もみられる。
　肩水都尉府から出土した郵書記録には、資料⑸⑹のように、編綴するための空間の確保、あ
るいは上・中・下段を明確に区別する書式形態で記されている。さらに編縄位置に切れ込みが
刻まれ、編縄位置の目安、あるいは上・中・下段の区分の目安とされていたことがうかがえる。
これらの特徴は郵書記録の整理が念頭に置かれてなされたものであろう。一方、資料⑺のよう
に、金関から出土した郵書記録には編綴を意識している書式形態はみられない。
ⅰ）A35肩水都尉府出土の郵書記録
⑸　495.3
　　
⑹　503.3
　　
ⅱ）A33肩水金関出土の郵書記録
⑺　73EJT23：804B
　　
3　上書の逓伝記録
　肩水エリアから出土した郵書記録には、上書の逓伝を記録したものがある。
⑻　506.5
　□□平明里大女子妾上書一封居延丞印　　建平五年二月辛未夜漏上水十刻起
　上公車司馬　　　　　　　　　　　　　　居延廷十長昌行直廿　　　　　　（上中段）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二月甲戌夜食騂馬卒良受沙頭卒同夜過半
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時良付不今卒豐　　　　　　　　　　（下段）
【訓読】
□□平明里、大女の子妾の上書一封、居延丞印、公車司馬に上る。
建平五年二月辛未、夜漏上水十刻起す。居延廷十長昌行直今（内容不明）。
二月甲戌、夜食、騂馬卒の良が沙頭卒の同より受けて夜過半時、（騂北卒の）良が不今卒
の豊に付す。
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　とあり、多くの文書の逓伝が一括して記される他の郵書記録と異なり、上書の逓伝記録は、
上書 1通に対して 1件の郵書記録が作成されている。また受け渡しの紀年が記され、文書の発
信時刻に漏刻が用いられていることも、通常の郵書記録とは異なる特徴である。ここから上書
の逓伝は、他の文書の逓伝とは異なる特別な逓伝であったことがうかがえる。また資料⑻では、
上書は卒によって逓伝されているが、金関漢簡73EJT21：409「㽂上書一封／騎置馳行上／行／」
のように、上書の逓伝は、「騎置」という逓伝施設により、馬を用いた逓伝（馬逓）が行われて
いたことがうかがえる。騎置の役割と人員構成は同時期の懸泉漢簡より明らかとなった12）。それ
によると、騎置では、駅騎が馬を用いて文書を逓伝していた。また騎置では上書と軍書、皇帝
槖書のみを担当し、その逓伝速度は通常の逓伝よりも速いことが推測できる13）。金関漢簡
73EJT22：110にも、「騂北驛騎」「稽落驛騎」という名称が確認されることから、額済納河流域
においても騎置を経由する馬逓が行われていたことが確認できる14）。
二、肩水エリアの逓伝経路とその範囲
　肩水エリアから出土した郵書記録の下段部分を分析すると、逓伝経路とその範囲にはいくつ
かのパターンが存在することが分かる。肩水候官から出土した郵書記録は、いずれも下段部分
が欠損しているため、ここでは肩水都尉府と金関から出土した郵書記録について出土地別に分
析を行う。その結果は表 1の通りである。
12） 懸泉漢簡には騎置の役割と構成をうかがわせる以下のような資料がある。
  縣泉置騎置、西到平望騎置五十里㽂、東出廣至萬年騎置卌㽂（ⅤT1411②：55）
  效穀甘井騎置一所、弟二、馬三匹、吏一人、小未傅三人。（ⅡT0115③：32）
  效穀遮要騎置一所、弟三、馬三匹、吏一人、㽂（ⅤT1812②：103）
  效穀平望騎置一所、弟四、馬三匹、吏一人、小未傅三人。（ⅡT0216②：341）
 これにより、懸泉置の所属する效穀県には、懸泉置騎置・甘井騎置・遮要騎置・平望騎置の四つが設置さ
れていたことがわかる。また懸泉置騎置と遮要騎置はそれぞれ懸泉置と遮要置と関連があることが予想さ
れる。
13） 前出拙稿「敦煌懸泉漢簡の郵書記録簡」参照。
14） 森鹿三「居延簡に見える馬について」（『東方学報』京都、第27冊、1957年、のち『東洋学研究・居延漢
簡篇』（同朋社、1975年）に再録）では、居延漢簡にみえる「伝馬」と「駅馬」の名称の区別に着目し、「伝
馬」は駕車用の馬、「駅馬」は逓伝用の馬であると考え、早い段階から額済納河流域に馬逓が存在していた
ことを予想している。
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表 1　肩水エリアの逓伝経路
Ⅰ　A35肩水都尉府
①　騂北‒沙頭‒騂馬‒不今〔B受A，C付D〕
簡号 隧 1 隧 2 隧 3 隧 4
495.21 【騂北】 沙頭卒同 騂馬卒憲 不今卒恭
502.9＋505.22 騂北卒護 沙頭卒忠 （騂馬）卒憲 不今卒恭
503.1 騂北卒護 沙頭卒忠 （騂馬）卒憲 不今卒恭
505.6 騂北卒護 沙頭卒忠 （騂馬）卒憲 不今小史晏
②　騂北‒沙頭‒騂馬〔B受A，B付C〕
簡号 隧 1 隧 2 隧 3
505.2 騂北卒音 沙頭亭長 沙頭卒宣 騂馬卒同
506.6 騂北卒音 沙頭亭長 沙頭卒亭宣 騂馬卒同
506.16 騂北卒朝 沙頭卒忠 …… ……
③　沙頭‒騂馬‒不今〔B受A，B付C〕
簡号 隧 1 隧 2 隧 3
495.13＋495.28 沙頭卒同 騂馬卒良 不今卒豊
495.19 沙頭卒同 【騂馬】 不今卒同
502.1 沙頭卒同 【騂馬】 不今卒同
506.5 沙頭卒同 騂馬卒良 不今卒豊
Ⅱ　A32肩水金関
④　槖他莫当‒騂北‒沙頭〔B受A，B付C〕
簡号 隧 1 隧 2 隧 3
288.3 槖他莫当卒単崇 騂北 沙頭卒周良
73EJT2：23 莫当 【騂北卒】県 沙頭卒……
73EJT21：363A 【莫当】 騂北卒□ 沙頭……
73EJT23：624 莫当卒昌 【騂北卒】賀 沙頭卒放
73EJT23：642 莫当卒…… 【騂北】卒護 【沙頭】卒音
73EJT23：118 莫当…… 【騂北卒】武 沙頭卒
73EJT23：804B 莫当 【騂北卒】永 沙頭卒趙卿
73EJT23：824 槖他莫当隧卒仁 【騂北】 【沙頭】
73EJT23：933 槖他莫当隧卒租 【騂北】亭卒□ 沙頭亭卒合
73EJT23：938 槖他莫隧卒趙人 【騂北】卒高宗 沙頭亭卒充
73EJT23：1021 【槖他莫当】卒充 【騂北】 沙頭亭卒合
73EJT24：416A 莫当卒同 【騂北】 【沙頭卒】同
⑤　槖他莫当‒騂北〔B受A〕
簡号 隧 1 隧 2
73EJT21：201 莫当 騂北
73EJT23：157B 莫当…… □□
73EJT23：292 莫当卒同 騂北卒□
73EJT23：496 莫当 【騂北】卒宗
73EJT23：873 莫当隧卒賞 騂北亭卒賀
73EJT24：409 莫当卒…… 【騂北】卒寿王
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1　A35肩水都尉府出土の郵書記録にみえる逓伝経路
　肩水都尉府から出土した郵書記録に記されている逓伝経路には、以下の三パターンが存在す
る（北‒南）。
　①　騂北‒沙頭‒騂馬‒不今　〔B受A，C付D〕
　②　騂北‒沙頭‒騂馬　　　　〔B受A，B付C〕
　③　　　　沙頭‒騂馬‒不今　〔B受A，B付C〕
　このように、肩水都尉府から出土した郵書記録に記された逓伝経路の北端は騂北燧、南端は
不今隧であり、四つあるいは三つの隧の間で受け渡しを行っている。また騂北卒「護」「音」、
沙頭卒「同」「忠」、騂馬卒「憲」「同」、不今卒「恭」など、ここに現れる燧名はいずれも肩水
候官管轄下のものである。また、しばしば同一卒名が現れることから、肩水都尉府から出土し
た郵書記録は、限定された短期間に作成されたものであることが推測できる。
2　A32肩水金関出土の郵書記録にみえる逓伝経路
　金関から出土した郵書記録に記されている逓伝経路には、以下の三パターンが存在する（北
‒南）。
　④　槖他莫当‒騂北‒沙頭　〔B受A，B付C〕
　⑤　槖他莫当‒騂北　　　　〔B受A〕
　⑥　　　　　　騂北‒沙頭　〔B受A〕
　このように、金関から出土した郵書記録に記されている逓伝経路の北端は槖他候官に所属す
る莫当燧、南端は肩水候官に所属する沙頭隧であり、三つあるいは二つの隧の間で受け渡しを
行っている。なお⑤⑥の逓伝範囲に分類した郵書記録の一部は、下段が欠損しているため便宜
上⑤⑥に分類したが、④の逓伝範囲に該当する可能性もある15）。
　また上に示したように、金関から出土した郵書記録には、騂北燧を中心とした受け渡しが記
され、しばしば騂北の燧名は省略される。これにより、金関から出土した郵書記録は騂北燧で
作成されたものであることが推察される。つまり騂北燧は金関の近くに位置していたのであろ
う。なお金関から出土した郵書記録が、騂北燧で作成されて近隣の金関に提出した後に廃棄さ
れたものか、金関で作成されたものであるかは不明である。
15） 73EJT23：157B，73EJT23：300，73EJT23：496，73EJT24：409。
⑥　騂北‒沙頭〔B受A〕
簡号 隧 1 隧 2
73EJT23：300 騂北卒豊 【沙頭】卒同
73EJT23：895 【騂北】 沙頭
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以上の郵書記録から読み取れる逓伝経路とその範囲をまとめると、図 2のようになる。
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図 2　肩水エリアの逓伝経路とその範囲
　なお肩水都尉府から出土した②③の逓伝範囲をもつ郵書記録は、原理的には燧で作成可能な
逓伝範囲の郵書記録でもある。その場合、末端の燧から部や候官を飛び越えて都尉府に記録を
提出するような仕組みがあり得たのかどうかについては疑問が残る。
　また金関から出土した郵書記録には、肩水都尉府から出土した郵書記録のように、同一卒名
が現れることは少なく、作成年代にある程度の幅があることが推測できる。しかし、73EJT23：
642「【騂北】卒護」や73EJT23：300「【沙頭】卒同」、73EJT24：416A「【沙頭】同」のように、
肩水都尉府から出土した郵書記録と共通する卒名も一部みられる。
三、肩水エリアにおける郵書記録の作成
　前節では、肩水エリアから出土した郵書記録に記される逓伝経路とその範囲について考察し
た。その結果、図 2のように肩水都尉府と金関の両者から出土した郵書記録に記された逓伝範
囲には明確な区別があることが分かった。本節では、それに基づいて郵書記録の作成過程につ
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いて考察を行いたい。
1　A32肩水金関出土の郵書記録の作成過程
　前節でも示したように、金関から出土した郵書記録に記されている逓伝経路は以下の三パタ
ーンである。
　④　槖他莫当‒騂北‒沙頭　〔B受A，B付C〕
　⑤　槖他莫当‒騂北　〔B受A〕
　⑥ 　　　　騂北‒沙頭　〔B受A〕
　以上のように、金関から出土した郵書記録には、三つあるいは二つの隧の間での受け渡しが
記録され、受け取り記録のみが記される場合もある。このうち④の逓伝範囲を記した記録は、
⑤⑥の受け取り記録を作成後に、送付記録が追記されたことが推測できる資料がある。
ⅰ）下段の受け渡しが別筆で記されているのもの
⑼　73EJT23：642
　㽂□詣肩水府　　　八月丙午卒護受莫當卒㽂
 
　㽂　　　　　　　　□□付沙頭 16）卒音㽂
　これは第一に、「八月丙午卒護受莫當卒……」という受け取り部分（下段右）が記録され、次
に別筆で「□□付沙頭卒音……」送付部分（下段左）を記録したことがわかる。この場合に文
書を逓伝する卒は、自身が所属する隧で作成した受け取りのみを記した郵書記録（下段右）を
持って次の隧に向かい、次の燧で文書を手渡した時点で送付の記録（下段左）を記すという状
況が想定される。
ⅱ）下段に追記するスペースが残されているもの
⑽　73EJT21：201
　南書一封居延都尉章詣張掖大守府十月戊子起　　十月庚戌夜人定五分騂北受莫當
　また資料⑽のように、下段の受け取り部分のみを記した郵書記録もある。一方、現時点で肩
水エリアにおいては、送付部分のみを記した郵書記録は存在しない17）。このことから④の郵書記
録は、⑤⑥の郵書記録に送付部分を追記した記録の「現物」、あるいは二次的に書き直した「写
し」の二通りが存在することが想定される。
16） 前出『肩水金関漢簡（貳）』は「□□□□□」とするが、筆者が図版から「□□付沙頭」と判断した。
17） 懸泉漢簡の郵書記録には送付記録のみが記される事例が多数ある。
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2　A35肩水都尉府出土の郵書記録の作成過程
　金関から出土した郵書記録からも分かるように、ひとつの隧で作成できる記録の逓伝範囲は、
自身の燧の前後の燧からの受け渡しのみ、つまり三つあるいは二つの燧の間での受け渡しであ
る（〔B受A，B付C〕あるいは〔B受A〕）。しかし、肩水都尉府から出土した郵書記録に記さ
れている逓伝範囲は、①騂北‒沙頭‒騂馬‒不今〔B受A，C付D〕のように、最大で四つの
隧の間での受け渡しが記録されているものがある。このような逓伝範囲の郵書記録が作成され
る手順は、以下のように推測できる。
　ⅰ）二隧間での受け渡し〔B受A〕
　　⑤槖他莫当‒騂北，⑥騂北‒沙頭
　ⅱ）三隧間での受け渡し〔B受A，B付C〕
　　②騂北‒沙頭‒騂馬，③沙頭‒騂馬‒不今，④槖他莫当‒騂北‒沙頭
　↓ⅰ）ⅱ）の一次記録の編集
　ⅲ）四隧間での受け渡し〔B受A，C付D〕
　　①騂北‒沙頭‒騂馬‒不今
　以上のことから、肩水都尉府から出土した①の郵書記録は、ⅰ）とⅱ）段階の記録を基に編集
されたものであることが分かる。それにより先に述べた、編綴するための空間の確保、あるい
は上・中・下段を明確に区別する書式形態、編縄位置の切れ込みなどの特徴は二次記録の編集
過程において加えられたと考えられる。
　またこのように、下部組織より提出された記録を編集する理由は、都尉府や候官による文書
逓伝業務の考課・査閲にあることが予想される。
3　A8甲渠候官出土の郵書課
　甲渠候官からは、通常の郵書記録の内容に逓伝にかかった時間の情報を加えた資料が出土し
ている。それらは郵書課とよばれ、以下のような資料である18）。
⒁　157.14
　北書三封合檄板檄各一　　　其三封板檄張掖大守章詣府
　　　　　　　　　　　　　　合檄牛駿印詣張掖大守府牛掾在所　（上中段）
　　　　　　　　　九月庚午下餔七分臨木卒副受卅井卒弘雞後鳴當曲
　　　　　　　　　卒昌付收降卒福界中九十五里定行八時三分□行一時二分　（下段）
18） 郵書課に対して、郵書刺あるいは過書刺という名称も居延漢簡には存在し、本稿でいう郵書記録に相当
すると考えられている。（李均明『秦漢簡牘文書分類輯解』録課類（文物出版社、2009年））。
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⒂　EPW.1
　書一封居延都尉章　詣大守府　三月癸卯雞嗚時當曲卒便受收降卒文甲辰下餔時
　　　　　　　　　　　　　　　臨木卒得付卅井城北卒參界中九十八里定行十時中程
　資料⒁⒂のように、郵書課とよばれる資料は、これまで述べた郵書記録と共通する項目が記
されているが、それらに加えて、文書を逓伝した距離「界中」とその所要時間「定行」、さらに
規定の時間に遅れているかどうか（留遅）の審査が「中程（程に中る）」のように記されてい
る。このように漢代においては、文書の逓伝には定められた「程」があり、距離に応じて所要
時間が定められていた19）。したがって、甲渠候官では文書の逓伝が規定の時間通りに遂行されて
いるかどうかを、燧や部から提出された郵書記録に基づいて編集した郵書課によって、逓伝業
務の遂行状況を査閲した20）。
⒃　E.P.T40：147A
　元延四年九月戊寅朔戊寅不侵候……謹移八月郵書課一編敢言之
　また資料⒃では、不侵部（甲渠候官管轄）の責任者が、甲渠候官に郵書課を提出している。
甲渠候官から出土した郵書課に記されている逓伝範囲は、資料⒁⒂のように〔B受A，C付D〕
と表すことができる、ここに記されている受け渡しは、甲渠候官が管轄する河南道上塞（不侵
部、呑遠部、誠北部、臨木部）の南端と北端の受け渡しであり、河南道上塞の管轄区域に文書
が入ってきてから、管轄区域を出ていくまでの所要時間を記録したものである。したがって、
甲渠候官では資料⒃にみえる、部が作成した郵書課の逓伝範囲、つまり図 2における④の逓伝
範囲を複数合わせた領域を対象としていることが分かる。この甲渠候官の郵書課に記される逓
伝範囲を⑦とする。
　現時点で、肩水エリアからは郵書課と断定できる資料は確認できないが、甲渠候官における
事例を基に、郵書記録の作成と編集の過程を復元すると以下のようになる（①～⑥は図 2と対
応する）。
　Ⅰ）隧：　　燧が作成した④⑤⑥の逓伝範囲の郵書記録を部に提出する。＜一次記録＞
　Ⅱ）部：　　 部がⅠ）を基に、①の逓伝範囲の郵書記録を編集し、部の逓伝範囲の郵書課を
作成する。そして候官に提出する。＜二次記録＞
19） 『周礼』鄭玄注にも「旌節今使者所擁節是也。將送者執此節以送行者皆道里日時課如今郵行有程矣。」（司
徒・掌節）とあり、居延漢簡にみられる状況と一致する。なお甲渠候官管轄下における逓伝速度は、EPS4T2：
8Aから「一日行百六十里」、つまり「一時行十里」であることが分かる。
20） 鵜飼昌男「居延漢簡に見える文書の逓伝について」（『史泉』第60号、1984年）。鵜飼氏は、甲渠候官から
候長に対する文書逓伝の留遅（郵書失期）の問責のための公文書の形式を復元し、甲渠候官における文書
逓伝業務の管理と具体的な処置の様子を明らかにした。
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　Ⅲ）候官：　 候官が複数の部から提出された①の逓伝範囲の郵書課を集約して、⑦の逓伝範
囲の郵書課を作成し、逓伝業務の考課・査閲を行う。＜三次記録＞
　以上が、郵書記録の作成と編集の過程にみえる「情報処理」の状況である。また甲渠候官や
肩水都尉府から、⑤⑥の逓伝範囲を記した郵書記録が出土していないことからも、隧で作成さ
れた郵書記録は、候官ではなく部に提出されたことが推測できる。つまり情報は隧から部へ、
部から候官へと機構構造のレベルに沿って伝えられていくのであろう21）。
おわりに
　本稿では、肩水エリア‒主に肩水都尉府と金関‒に注目して、これまでの居延漢簡の研究成
果に新出の金関漢簡の情報を追加することで、文書逓伝の業務実態と郵書記録の作成と編集の
過程について、「情報処理」という観点から基礎的な考察を行った。今回の考察で得られた結果
は以下の通りである。
一、肩水都尉府と金関からは、文書の逓伝を記録する郵書記録の記録項目が共通した資料が出
土している。また肩水都尉府から出土した郵書記録には、編綴するための空間の確保や編
縄位置に切れ込みなどの特徴がある。これは記録の管理を念頭に置いたものであろう。一
方、金関から出土した郵書記録には編綴を意識したような書式形態はみられない。これら
の違いは「情報処理」の段階の違いによるものだと考えられる。
二、当時の額済納河流域においても、疏勒河流域の懸泉置と同様に、駅騎による馬を用いた文
書逓伝が行われていたことを確認した。
三、金関から出土した郵書記録は、騂北燧で作成されたものであると推察される。これにより、
騂北燧は金関の近くに位置していたことが予想できるが、騂北燧と金関の行政上の関係は
不明である。
四、肩水エリアから出土した郵書記録に記された逓伝範囲にはいくつかのパターンが存在した。
そのうち二燧間と三隧間の受け渡しの記録は燧で作成された＜一次記録＞であり、部で作
成された三隧間の受け渡しの記録は＜二次記録＞に相当する。そして四隧間の受け渡しは
＜二次記録＞を候官で編集した＜三次記録＞であることを推測した。この＜三次記録＞に
は、甲渠候官から出土した郵書課が該当する。
　金関漢簡の発表によって、肩水エリアの郵書記録の作成と編集過程における情報処理の各段
階を復元することが可能となった。このような情報処理の状況は肩水エリアだけに当てはまる
ものではなく、甲渠候官においてもあてはまることが予想される。したがって甲渠候官管轄下
の＜候官‒部‒䙴燧＞における文書逓伝業務を管理・運営する行政機構の構造について、肩水
21） 現時点で金関から出土した資料に、郵書課に相当するものは確認できない。もし金関の出土簡に郵書課
が存在するのであれば、それはA33肩水候官作成の郵書課を近隣の金関に廃棄した可能性が高い。
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エリアの情報を追加して、改めて検討する必要があろう。また秦代遷陵県や同時代の懸泉置な
どにみられる異なるレベルの文書逓伝の業務実態との比較も可能となる。さらに額済納河流域
における候官と都尉府との関係における諸問題について、肩水エリアから出土した資料群の持
つ情報量は、甲渠候官出土の資料群から得られた研究成果をも凌ぐことが予想される。
　本稿では、隧や部で作成されたと考えられる情報（記録）が、なぜ肩水候官ではなく肩水都
尉府から出土するのか、という新たな問題を見いだすことができた。今後は、新たに公開され
た金関漢簡だけではなく、肩水都尉府から出土した資料群も含め、総合的に検討を加える必要
があろう。それは甲渠候官の研究だけでは分かり得なかった、漢代の額済納河流域における、
都尉府を含めた行政機構の構造を理解するための新たな研究視点となり得ると考える。
